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表２－１４ 東京都水道局実験式（Ｔ・Ｗ実験式）による流量表 

表２－１５  ウエストン公式による流量表 

表２－１６ ヘーズン・ウィリアムス公式による流量表 

掲載ページの変更 ２－３１～２－６３（後方に記載） 

表内変更 

表２－８ 東京都水道局実験式（Ｔ・Ｗ実験式）による流量表 

表２－９  ウエストン公式による流量表 

表２－１０ ヘーズン・ウィリアムス公式による流量表 

掲載ページ ２－１５～２－４３ 
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３．各種給水器具類の損失水頭の直管換算長 

直管換算長とは、給水器具類、メーター、管継手部等による損失水頭

が、これと同口径の直管の何メートル分の損失水頭に相当するのか直管

の長さで表したものをいい、算定換算したものは表２－１０のとおりで

ある。これにより給水装置の損失水頭はすべて距離（直管の長さ）で表

される。 

３．各種給水器具類の損失水頭の直管換算長 

直管換算長とは、給水器具類、メーター、管継手部等による損失水頭

が、これと同口径の直管の何メートル分の損失水頭に相当するのか直管

の長さで表したものをいい、算定換算したものは表２－１１のとおりで

ある。これにより給水装置の損失水頭はすべて距離（直管の長さ）で表

される。 

   

 

 

 

 



14/20 

表２－１１  番号変更、表内変更 表２－１２ 

  

５．メーター口径の決定 

（１）削除 

  （１）水栓設置数に対する同時使用水栓数が基準の同時使用水栓数

以上となる場合は、その使用水栓数に応じたメーターを設置するものと

する。  

  （２）同時使用水栓数に対する同時使用水量が基準の同時使用水量

以上となる場合は、その水量に応じたメーターを設置するものとする。  

  （３） ガス湯沸器の先止式を使用する場合（給湯配管で水栓２個

以上）は口径20㎜以上のメーター器を設置するものとする。 

 

 (1) 25㎜以下のメーターの場合 

   25㎜以下のメーターを設置する場合は、次のことを考慮して下表

のとおりとする。 

  ① 水栓設置数に対する同時使用水栓数が基準の同時使用水栓数以

上となる場合は、その使用水栓数に応じたメーターを設置するものとす

る。  

  ② 同時使用水栓数に対する同時使用水量が基準の同時使用水量以

上となる場合は、その水量に応じたメーターを設置するものとする。  

  ③ ガス湯沸器の先止式を使用する場合（給湯配管で水栓２個以

上）は口径20㎜以上のメーター器を設置するものとする。 
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表２－１２ 番号、タイトル変更 

 

表２－１３ 

 

 

図２－６   図内変更 図２－６ 
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表２－１３ 番号変更、表内変更 表２－１４ 

  

６．水道直結式スプリンクラーの設置  

水道直結式スプリンクラー（以下、スプリンクラー設備）を設置する場

合は、所轄消防署と事前協議（性能、構造材質、配管、設計等）を行い

その指導に従わなければならない。 

また、消防法により、消防用設備の工事または整備については、規定

により指定事業者は消防設備士の指導の下に行うこと。 

（１）スプリンクラーを設置しようとする者は、給水装置工事申込みの

際には、次の条件を承諾したうえで、管理者へ条件承諾書を提出しなけ

ればならない。 

①一時的な断水や水圧低下（災害、給水制限、水道管破損事故、水道施

設の工事等）よりスプリンクラー設備の性能が十分発揮されない状況が

生じても、水道事業者は一切の責任を負わない。 

②スプリンクラー設備の火災時以外における作動及び火災時の水道事業
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にその責を求めることができない非作業時に係る影響に関する事項につ

いて、水道事業者は一切の責任を負わない。 

③スプリンクラー設備の所有者を変更する場合には①及び②の事項を譲

渡人に熟知させること。家人等に熟知させること。 

④スプリンクラー設備の所有者を変更する場合には①及び②の事項を譲

渡人に熟知させること。 

 

７．仕切弁及び止水栓の設置及び計算例 

(1) 仕切弁又は青銅製ソフト形仕切弁は原則として官民境界から１ｍ以

内に設置すること。メーターより上流側直近の止水栓においては官民境

界や仕切弁及び止水栓より概ね１ｍ以内にその中心が来るよう設置する

こと。また、取り外し時の戻り水が管内に流入し汚染されることが無い

ようメーターの二次側に逆止弁を設けること。（図２－７～９） 

 (2) 三差路等の道路を縦横断する場合は、道路と道路の境界に仕切弁

又は青銅製ソフト形仕切弁を設置すること。（図２－１０～１１） 

 

 

６．仕切弁及び止水栓の設置及び計算例 

(1) 仕切弁及び止水栓は原則として官民境界から１ｍ以内に設置するこ

と。 

(2) 三差路等の道路を縦横断する場合は、道路と道路の境界に仕切弁又

は、青銅製ソフト形仕切弁を設置すること。 

(6) 仕切弁及び止水栓の標準設置個所は、次の標準図によるものとす

る。 

 

 

 

 

(6) 仕切弁及び止水栓の標準設置個所は、次の標準図によるものとす

る。 
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① 敷地内にメーター用伸縮ボール式止水栓のみを設置する場合 

 図２－７ 図内変更 

 

 

 

 

 

 

① メーターを官民境界から１ｍ以内に設置する場合。 

 図２－７ 
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 ② 敷地内に仕切弁または青銅製ソフト形仕切弁を設置する場合。 

図２－８ 図内変更 

 

 

 

 

 

② メーターを官民境界から１ｍを超える場所に設置する場合。 

図２－８ 
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図２－９ 図内変更 

 

 

 

図２－９ 

 

 

図２－１０、図２－１１ 逆止弁設置 

 

図２－１０、図２－１１ 

  

  

  

  

 


